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まちの話題
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

９
月
３
日
、
三
重
県
ひ
じ
き
協

同
組
合
（
瀬
尾
和
宏
理
事
長
）
か

ら
町
に
、
ヒ
ジ
キ
２
０
０
０
袋

（
１
袋
20
㌘
）
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

三
重
県
ひ
じ
き
協
同
組
合
は
、

敬
老
の
日
に
ち
な
み
９
月
15
日
を

「
ひ
じ
き
の
日
」
と
定
め
、「
ヒ
ジ

キ
を
食
べ
て
末
永
く
健
康
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
」
と
の
願
い

か
ら
、
毎
年
こ
の
時
期
に
、
町
特

館内で催された観月の儀

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

県
ひ
じ
き
協
同
組
合
が

ヒ
ジ
キ
２
０
０
０
袋
を
寄
贈

産
品
の
ヒ
ジ
キ
を
寄
贈
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
同
組

合
の
徳
田
吉
伸
青
年
部
長
の
ほ
か

５
人
の
皆
さ
ん
が
来
庁
し
、
町
長

に
ヒ
ジ
キ
を
手
渡
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
ヒ
ジ
キ
は
、

10
月
５
日
に
町
総
合
体
育
館
で
開

催
す
る
敬
老
福
祉
大
会
で
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
へ
記
念
品
と
し
て
お

配
り
し
ま
す
。

町長にヒジキを渡す県ひじき協同組合の皆さん

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
長
が
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
訪
問

町
内
最
高
齢
の
關
さ
ん
な
ど

町
内
最
高
齢
の
關
さ
ん
と
ご
家
族
の
皆
さ
ん

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９
月
12

日
、
町
長
が
長
寿
の
お
祝
い
に
町

内
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
訪
問
し
ま
し
た
。

町
長
は
こ
の
日
、
１

０
２
歳
で
町
内
最
高
齢

の
關
ひ
さ
よ
さ
ん
（
上

野
）
の
ほ
か
、
１
０
０

歳
到
達
者
の
ご
自
宅
な

ど
を
訪
問
。
祝
い
状
と

長
寿
の
記
念
品
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

關
さ
ん
の
ほ
か
、
祝

辞
と
記
念
品
を
お
贈
り

斎宮跡歴史ロマン広場に
2,000本のろうそく灯る

いつきのみや十五夜観月会

９
月
14
日
、
平
安
時
代
の
観
月

の
宴
（
う
た
げ
）
を
再
現
し
、
中

秋
の
名
月
を
鑑
賞
す
る
「
い
つ
き

の
み
や
十
五
夜
観
月
会
」
が
、
い

つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
毎
年

旧
暦
の
８
月
15
日
に
開
か
れ
て
お

り
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。

館
内
で
は
、
平
安
の
月
見
を
し

の
ぶ
雅
楽
会
が
行
わ
れ
、
歴
史
体

験
館
の
龍
笛
（
り
ゅ
う
て
き
）
講

座
生
の
皆
さ
ん
が
、
雅
楽
演
奏
や

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
の
斎
王
ま
つ
り
で

斎
王
役
を
務
め
た
曽
根
理
都
子
さ

ん
が
「
平
安
の
月
見
を
し
の
ぶ
雅

楽
会
」
と
題
す
る
観
月
の
儀
を
再

現
し
、
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

屋
外
の
斎
宮
跡
歴
史
ロ
マ
ン
広

場
で
は
、
２
０
０
０
本
の
ろ
う
そ

く
が
灯
さ
れ
、
寝
殿
造
り
の
体
験

館
を
幻
想
的
に
照
ら
し
出
し
ま
し

た
。会

場
と
な
っ
た
体
験
館
周
辺
で

は
、
団
子
や
お
も
ち
、
町
特
産
品

の
販
売
や
野
点
な
ど
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
平
安
の
月
見
を

楽
し
み
ま
し
た
。

三
重
県
ひ
じ
き
協
同
組
合
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

し
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
１
０
０
歳
到
達
者
＝
北
村
な
か

（
濱
田
）、野
田
き
く（
金
剛
坂
）、

西
村
き
く
ゑ
（
大
淀
）
、
橋
爪

と
く
（
大
淀
乙
）

■
88
歳
以
上
夫
婦
＝
山
本
辰
巳
・

さ
だ
（
山
大
淀
）
、
湯
本

泰
・
&

子
（
上
村
）
、
野
上

博
・
興
志
子
（
金
剛
坂
）
、
加

藤
　
惇
・
き
さ
（
斎
宮
）
、
瀬

田
太
郎
・
里
（
有
爾
中
）
、
前

田
幸
兵
・
汎
子
（
中
村
）
、
中

山
半
次
郎
・
や
す
（
明
星
）
、

小
竹
幸
太
郎
・
せ
い
（
八
木

戸
）、
宮
川
%
司
・
申
（
斎
宮
）、

中
$
志
郎
・
玉
枝
（
有
爾
中
）
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町
長
に
日
本
拳
法
の
構
え
を
披
露
す
る
山
路
さ
ん

町
長
に
全
国
大
会
の
出
場
を
報
告
す
る

楽
遊
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

９
月
７
日
、
主
に
明
和
町
在
住

の
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
構
成
す

る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
楽
遊

（
ら
く
ゆ
う
）
ク
ラ
ブ
（
南
川

清
代
表
、
選
手
19
人
）
」
が
、
全

国
大
会
の
出
場
報
告
に
町
長
を
訪

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
南
川

代
表
や
選
手
の
皆
さ
ん
が
役
場
へ

来
庁
。
９
月
13
〜
15
日
に
香
川
県

で
開
催
さ
れ
た
「
第
23
回
全
日
本

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
へ
の

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
日
ご
ろ
明
和
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
練
習
を

重
ね
、
７
月
に
河
芸
町
で
開
催
さ

れ
た
県
大
会
で
準
優
勝
し
、
こ
の

た
び
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

南
川
代
表
は
「
楽
遊
ク
ラ
ブ
の

初
め
て
の
全
国
大
会
で
す
。
頑
張

っ
て
き
ま
す
」
と
、
力
強
く
話
し

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

楽
遊
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

明
和
中
学
校
１
年
生

の
山
路
悠
加
さ
ん
（
坂

本
）
が
、
９
月
21
日
に

大
阪
市
中
央
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
「
'08
全
・

日
本
拳
法
総
合
選
手
権

大
会
」
の
出
場
報
告
に
、

９
月
５
日
、
町
長
を
訪

れ
ま
し
た
。

山
路
さ
ん
は
、
５
月

に
伊
勢
市
の
県
営
サ
ン

日
本
拳
法
で
全
国
大
会
出
場

明
和
中
１
年
の
山
路
さ
ん

て
い
ま
し
た
。

８
月
24
日
、
大
淀
ふ
れ
あ
い
キ

ャ
ン
プ
場
前
海
岸
で
、
町
制
50
周

年
記
念
「
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

明
和
（
同
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

主
催
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
未
経
験
の
人
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を

通
じ
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
交

流
と
親
ぼ
く
を
深
め
、
楽
し
も
う

と
い
う
も
の
で
す
。
町
制
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
同
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
と
町
観
光
協
会
が
企

画
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
内
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
愛
好
者
な
ど
で
つ
く
る
男
女

町制50周年記念

ビーチバレー大会で楽しく交流
ビーチフェスタｉｎ明和

熱戦を繰り広げる選手の皆さん

混
合
の
部
６
チ
ー
ム
と
、
女
子
の

部
６
チ
ー
ム
の
12
チ
ー
ム
が
参

加
。
４
人
制
の
リ
ー
グ
・
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

試
合
の
結
果
、
男
女
混
合
の
部

で
は
ス
マ
イ
リ
ー
ズ
、
女
子
の
部

で
は
チ
ー
ム
木
下
が
優
勝
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
参
加
者
に
表

彰
状
と
賞
品
の
松
阪
肉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の
観
客

が
訪
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
好
プ

レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
に
、
歓
声
や
笑

い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会

の
少
年
の
部
（
中
学
生
女
子
１
年

生
）
で
準
優
勝
。
見
事
全
国
大
会

へ
の
切
符
を
手
に
し
た
も
の
で

す
。４

歳
の
時
に
日
本
拳
法
を
始
め

た
山
路
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
に

続
い
て
３
度
目
の
全
国
大
会
出
場

で
、
こ
れ
ま
で
も
全
国
ベ
ス
ト
８

の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

町
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で
以
上
の

成
績
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
る
と
、

山
路
さ
ん
は
「
ベ
ス
ト
３
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
元
気
に
答

え
て
い
ま
し
た
。
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９
月
６
日
、
町
中
央
公
民
館
で

「
町
制
50
周
年
記
念
式
典
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
の
皆
さ
ん
・

功
労
者
表
彰
受
賞
者
・
各
自
治
会

長
を
は
じ
め
招
待
者
の
皆
さ
ん
な

ど
、
約
３
０
０
人
が
出
席
。
明
和

太
鼓
の
皆
さ
ん
の
、
勇
壮
な
太
鼓

演
奏
で
開
会
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
国
家
斉
唱
、
コ
ー

ラ
ス
斎
王
の
皆
さ
ん
に
よ
る
町
民

歌
合
唱
、
町
制
50
周
年
記
念
功
労

者
表
彰
・
同
標
語
表
彰
・
同
ロ
ゴ

感
謝
状
贈
呈
、
寄
付
者
感
謝
状
贈

呈
、
斎
宮
跡
歴
史
の
道

「
歌
碑
」
の
筆
者
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
井
町
長
・

森
島
町
議
会
議
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
皆
さ
ん
の

祝
辞
、
紹
介
が
行
わ
れ
た

後
、
明
和
音
頭
保
存
会
の

児
童
た
ち
が
「
斎
王
（
い

つ
き
）
の
舞
」
を
披
露
し
、

優
雅
な
舞
で
会
場
の
皆
さ

ん
を
魅
了
し
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰
な
ど
の
受

賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
町
制
50
周
年
記
念
功
労
者
表
彰

地
方
自
治
部
門
＝
辻
　
英
輔

（
大
淀
甲
）、
木
戸
口
眞
澄
（
斎

宮
）、
下
村
常
男
（
明
星
）、
南

野
光
輝
（
馬
之
上
）
、
村
田
勝

弘
（
蓑
村
）
、
故

須
賀
三
次

（
根
倉
）

総
務
部
門
＝
藪
谷
一
雄
（
明

星
）、
西
山
祝
雄
（
明
星
）、
北

岡
幸
博
（
南
藤
原
）
、
山
口
直

人
（
大
淀
甲
）
、
森
田
幹
雄

（
佐
田
）、金
谷
　
勇（
金
剛
坂
）、

北
出
行
男
（
新
茶
屋
）
、
世
古

口
光
夫
（
斎
宮
）
、
瀬
田
　
明

（
有
爾
中
）、
前
田
ト
シ
（
上
村
）

民
生
部
門
＝
中
谷
　
侃
（
佐

田
）、
故

土
生
勇
男
（
新
茶
屋
）、

岩
f
#
司
（
佐
田
）
、
野
畑
久

子
（
金
剛
坂
）
、
樫
本
　
博

（
明
星
）、中
瀬
昌
一（
有
爾
中
）、

山
下
義
重
（
佐
田
）
、
三
宅

括
（
田
屋
）

産
業
建
設
部
門
＝
田
所
利
郎

（
竹
川
）、
吉
田
守
男
（
斎
宮
）、

須
賀
恒
彦
（
斎
宮
）
、
石
田
藤

生
（
斎
宮
）
、
#
木
春
男
（
斎

宮
）
、
山
中
　
貢
（
大
淀
甲
）
、

明
和
町
河
川
改
修
促
進
協
議

会
、
大
堀
川
改
修
促
進
期
成
同

盟
会

教
育
文
化
部
門
＝
西
口
克
造

（
前
野
）、
北
島
俊
夫
（
竹
川
）、

杉
山
拓
也
（
佐
田
）
、
#
森
四

朗
（
斎
宮
）
、
西
口
し
げ
き

（
坂
本
）、
辻
　
侃
（
大
淀
甲
）、

中
谷
　
博
（
佐
田
）
、
山
口
勝

司
（
斎
宮
）
、
田
端
將
司
（
蓑

村
）
、
田
川
昌
之
（
南
藤
原
）
、

明
和
音
頭
保
存
会
、
明
和
太
鼓

保
存
会

■
寄
付
者
感
謝
状

山
本
善
基

（
中
村
）、
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク

ラ
ブ

■
町
制
50
周
年
記
念
標
語
表
彰

辻
原
信
幸
（
斎
宮
）
、
北
岡
理

都
子
（
蓑
村
）
、
西
村
貞
男

（
金
剛
坂
）

■
町
制
50
周
年
記
念
ロ
ゴ
創
作
感

謝
状

辻
　
美
穂
（
大
淀
甲
）

記念式典の様子

たくさんの皆さんが踊りに参加

あ
ら
え
っ
さ
っ
さ
ー

会
式
踊
り
に
２
重
・
３
重
の
輪

上
野
自
治
会
・
会
式
保
存
会

９
月
13
日
、
上
野
自
治
会
の

会
式
踊
り
が
、
上
野
の
安
養
寺
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
式
踊
り
は
「
地
域
の
伝
統
行

事
を
大
切
に
続
け
て
い
こ
う
」
と
、

自
治
会
が
主
催
。
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広

い
世
代
の
交
流
と
親
ぼ
く
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
上
野
会
式
保
存

会
（
奥
山
隆
夫
会
長
）
が
、
わ
た

菓
子
の
振
る
舞
い
や
ビ
ン
ゴ
大

会
・
子
ど
も
み
こ
し
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が

会
式
踊
り
に
参
加
。
明
和
音
頭
や

し
ょ
ん
が
い
踊
り
で
、
２
重
・
３

重
の
輪
を
つ
く
り
「
あ
ら
え
っ
さ

っ
さ
ー
」
と
、
元
気
な
か
け
声
で

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
夏
祭
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰
や
感
謝
状
贈
呈

町
制
50
周
年
記
念
式
典

明
和
太
鼓
や
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
も

明和太鼓の演奏

斎王（いつき）の舞
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10
・
11
月
の
実
施
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
の
町
長
日
曜
座
談
会

■
と
き

10
月
26
日
5

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
の
う
ち
、

１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
１
時
間
程

度
■
申
込
期
限

10
月
20
日
6

◎
11
月
の
町
長
日
曜
座
談
会

■
と
き

11
月
16
日
5

午
後
１

町
長
と
気
軽
に
お
話
し
く
だ
さ
い

町
長
日
曜
座
談
会
の
お
知
ら
せ

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

時
〜
４
時
の
う
ち
、
１
グ
ル
ー

プ
あ
た
り
１
時
間
程
度

■
申
込
期
限

11
月
10
日
6

◎
各
回
共
通
事
項

■
と
こ
ろ

町
役
場
庁
舎
１
階

町
長
室

■
対
象

町
内
に
在
住
す
る
人
、

ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す

る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど

■
申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）

を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
提

出
（
土
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
12
月
以
降
の
日
程
な
ど
に
つ
い

て
は
、
毎
月
の
広
報
め
い
わ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
総
務
課
（
H
52
・
７
１
１

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
町
長
室
で
町
長
と
お
気
軽
に

お
話
し
く
だ
さ
い

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を
通

し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
、
10
月
か
ら
毎
月
１

回
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
明
和
町
の
新
し
い

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と

し
て
ヤ
ン
グ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ

ェ
ラ
ル
ド
さ
ん
（
通
称
「
ジ
ェ
イ

ク
」）
が
赴
任
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
イ
ク
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
の
出
身
で

す
。
７
月
に
退
任
し
た
カ
ー
ル
・

町
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
に

ヤ
ン
グ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
さ
ん

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ

ん
に
引
き
続
き
、
町
内
の
小
・
中

学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
で
外
国

語
授
業
の
補
助
や
英
会
話
・
外
国

文
化
の
学
習
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
の
行
事
を
通
じ
て
、
明
和
町
の

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
英
語
教
育
に
携
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ヤ
ン
グ
・
ジ
ェ
イ
コ

ブ
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
さ
ん

町制50周年・国史跡斎宮跡指定30周年記念

歴史の道「歌碑」の
筆者24人を決定

このほど、町では斎宮歴史博物館・国史跡斎宮跡へのアクセス

道路の歴史の道「歌碑」改修に伴う筆者を決定し、９月６日、町

中央公民館で開催した「町制50周年記念式典」の席上で発表しま

した。

町では、町制50周年記念・国史跡斎宮跡指定30周年記念事業と

して、５月末から約２カ月間、新しい歌碑の筆者を広く募集。町

が指定する24首の和歌から、いずれかを選び書いていただいたも

ので、全国から73人・232点の応募をいただき、審査の結果、次

の24人の皆さんが入賞しました。

入賞者の皆さんの作品は、改修する歌碑に使用させていただき

ます。また、平成21年３月に予定している「国史跡斎宮跡指定30

周年式典（仮称）」において、新しい歌碑の除幕式・入賞者の表彰

式を行います。

■歴史の道「歌碑」入賞者（歌番号順・敬称略）

境井國夫（兵庫県）、角田美知子（津市）、兼　彩子（津市）、内

田武久（明和町上村）、松居光子（桑名市）、染川　仁（四日市

市）、里見治徳（明和町金剛坂）、河俣典子（明和町明星）、殿村

辰二（松阪市）、鈴木育子（津市）、西口朋佳（明和町養川甲）、

西田順子（松阪市）、加藤淳子（松阪市）、河合真弓（多気町）、

中嶋晴美（桑名市）、西口宰平（明和町大淀甲）、上田義勝（明

和町斎宮）、民谷久美子（松阪市）、大島維久子（伊勢市）、坂井

悦子（松阪市）、前田陽子（明和町蓑村）、堀田京子（津市）、渡

部明美（鈴鹿市）、武曽豊美（福井県）
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10月の日曜（窓口）開庁予定日

５・12・19・26日の各日曜日

町では、３月から「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。日曜（窓口）開庁では、住民

票・戸籍など各種証明書の発行や各種申請書の受付事務などを行っています。

■10月の日曜（窓口）開庁予定日 ５日、12日、19日、26日（各日曜日）

※ただし、選挙の投票日当日となる日曜日は開庁しませんので、ご了承ください。

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせていただきますので、ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、別途各世帯にお

配りしました日曜（窓口）開庁取扱事務案内チラ

シ か 、 町 ホ ー ム ペ ー ジ （ \ h t t p : / /

www . t ow n . m e i w a . m i e . j p /）をご覧いただ

き、事前にご確認くださいますようお願いします。

※詳しくは、政策課（]52・7112）へお問い合わ

せください。

食
料
品
・
医
薬
品
な
ど
の
小
売

店
の
レ
ジ
袋
は
、
そ
の
利
便
性
か

■事業者・店舗名一覧 

　　  事　業　者 

イ オ ン リ テ ー ル ㈱  

マ ッ ク ス バ リ ュ  

中　　　 部　 　　㈱ 

㈱ ぎ ゅ ー と ら  

三 重 農 協 食 品 ㈱  

多気郡農業協同組合 

ユ  ニ  ー  ㈱  

㈱　オ　ー　ク　ワ 

朝　　　 日　 　　㈱ 

㈱　　　玉　　　城 

生活協同組合コープみえ 

㈱　ス　ギ　薬　局 

㈱ ジ ッ プ ド ラ ッ グ  

㈱　森　山　薬　局 

　　　　　　　店舗名（町内、松阪市街・近隣町の店舗を抜粋） 

ジャスコ明和店、ジャスコ松阪店 　 　 

金剛坂店、ミセススマート大淀店、川井町店、松阪中央店、郷津店、サンフラワー 

店、学園前店、多気店　 　 

ラブリー明和店、同大黒田店、同垣鼻店、下村店 

Ａコープくしだ店、同くろべ店、同玉城店 　 　 　 

ファーマーズマーケット（スマイル）、明和営農センター、多気営農センター 

アピタ松阪三雲店 

松阪大口店、松阪下村店、松阪長月店、松阪田村店 　 　 　 

フレッシュマート松阪店、同玉城店 

グッディ玉城店、同多気店 

まつさか店（11月以前から実施） 

明和店、松阪中央店、アドバンスモール松阪店、パワーセンター松阪店、玉城店 

有爾中店、大黒田店、垣鼻店、郷津薬局、多気店 

ドラッグモリヤマ学園前、同櫛田店、同久保店、くすりの森山川井町店、同中央店  

※店舗名のうち、色付きの店舗は町内の店舗 

11
月
11
日
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
が
実
施
さ
れ
ま
す

明
和
町
・
松
阪
地
区
の
一
部
小
売
店
で

ら
大
量
に
利
用
さ
れ
る
一
方
、
使

用
後
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
推
進
と
資
源
の
有
効
活

用
・
ご
み
減
量
化
な
ど
を
推
進
す

る
た
め
、
買
い
物
の
際
、
消
費
者

の
皆
さ
ん
の
「
買
い
物
用
袋
（
マ

イ
バ
ッ
グ
）
」
の
持
参
率
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の

消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
下
で
は
、
伊
勢
市
が
平
成
19

年
９
月
か
ら
、
伊
賀
市
・
名
張
市

が
本
年
７
月
か
ら
、
鈴
鹿
市
・
亀

山
市
が
９
月
か
ら
、
桑
名
市
・
い

な
べ
市
・
木
曽
岬
町
・
東
員
町
が

10
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
大
手
の
小

売
店
を
中
心
に
「
レ
ジ
袋
有
料
化
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
明
和
町

で
も
、
松
阪
市
が
立
ち
上
げ
た

「
も
っ
て
こ
に
！
マ
イ
バ
ッ
グ

（
レ
ジ
袋
有
料
化
）
検
討
会
」
に
、

近
隣
の
多
気
町
・
大
台
町
・
玉
城

町
・
大
紀
町
と
と
も
に
参
加
し
、

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
の
向
上
と
レ

ジ
袋
有
料
化
を
柱
と
す
る
、
レ
ジ

袋
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
８
月
12
日
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
の
検
討
会
に
お
い

て
、
検
討
会
を
構
成
す
る
１
市
５

町
に
お
け
る
レ
ジ
袋
有
料
化
の
実

施
日
を
、
本
年
11
月
11
日
7
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

レ
ジ
袋
有
料
化
を
実
施
予
定
の

主
な
事
業
所
・
店
舗
（
町
内
、
松

阪
市
街
・
近
隣
町
の
店
舗
を
抜

粋
）
の
一
覧
は
上
表
の
と
お
り
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
（
H

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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■
入
所
資
格

保
育
所
は
、
保
育

に
欠
け
る
乳
幼
児
を
預
か
り
、

年
齢
に
応
じ
て
保
育
す
る
児
童

福
祉
施
設
で
す
。
入
所
は
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
乳
幼
児

に
限
り
ま
す
。
①
保
護
者
な
ど

が
、
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て

い
る
た
め
、
保
育
に
欠
け
る
。

②
現
在
は
産
休
・
育
休
な
ど
に

よ
り
保
育
に
欠
け
な
い
が
、
同

休
暇
な
ど
が
あ
け
た
後
に
保
育

に
欠
け
る
。
③
保
護
者
な
ど
が

昼
間
に
家
庭
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
に
常
時
従
事
し
て
い
る
た

め
、
保
育
に
欠
け
る
。
④
母
親

が
、
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間

が
な
い
（
出
産
日
の
前
後
２
カ

月
間
）
た
め
、
保
育
に
欠
け
る
。

⑤
保
護
者
な
ど
に
疾
病
ま
た
は

障
が
い
が
あ
る
た
め
、
保
育
に

欠
け
る
。
⑥
保
護
者
な
ど
が
、

病
人
や
心
身
障
が
い
者
を
常
時

看
護
し
て
い
る
た
め
、
保
育
に

欠
け
る
。
⑦
火
災
・
風
水
害
・

地
震
な
ど
の
災
害
に
遭
い
、
そ

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
た

め
、
保
育
に
欠
け
る

■
申
込
先

福
祉
子
育
て
課
、
ま

た
は
各
保
育
所
（
申
込
書
類
は

各
申
込
先
に
10
月
１
日
8
か
ら

備
え
付
け
）

■
申
込
期
間

10
月
14
日
7
〜
31

日
:
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
た
だ
し
、
福
祉
子
育
て

課
は
土
曜
日
を
除
く
。
各
保
育

所
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
各
保
育
所
の
定
員
・
開
所
時
間

①
な
り
ひ
ら
保
育
所
＝
１
２
０

人
・
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30

分
、
②
み
ど
り
保
育
所
・
み
ど

り
保
育
所
分
室
（
斎
宮
幼
稚
園

内
）
＝
１
５
０
人
・
午
前
８
時

〜
午
後
６
時
、
③
さ
さ
ふ
え
保

育
所
＝
１
５
０
人
・
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
７
時

■
入
所
決
定

申
込
書
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
家
庭
状
況
を
も

と
に
、
保
護
者
や
乳
幼
児
と
面

接
し
、
保
育
に
欠
け
る
度
合
い

の
高
い
乳
幼
児
か
ら
、
定
員
の

範
囲
内
で
入
所
を
決
定
し
ま

す
。
ま
た
、
希
望
者
が
多
く
、

そ
の
保
育
所
で
の
適
正
な
保
育

が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
公
正
な
方
法
で
入
所

児
を
決
定
し
ま
す
。
入
所
決
定

通
知
は
、
２
月
ご
ろ
に
申
請
者

に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
受
付

期
間
が
過
ぎ
て
申
し
込
み
を
さ

れ
て
も
、
定
員
を
超
過
し
て
い

る
場
合
に
は
入
所
で
き
ま
せ
ん

■
保
育
料
　
原
則
と
し
て
、
入
所

す
る
乳
幼
児
の
父
母
と
税
法
上

乳
幼
児
を
扶
養
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
る
税
金
の
合
計
額
で

決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
税
関
係
の
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す

■
入
所
当
初
の
保
育
時
間

初
め

て
集
団
保
育
を
経
験
さ
れ
る
た

め
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
通
常
の
保
育
よ
り

も
短
い
時
間
で
保
育
を
し
ま
す

（
な
ら
し
保
育
）
。
詳
し
い
時

間
・
期
間
に
つ
い
て
は
、
入
所

決
定
後
の
１
日
入
園
の
際
に
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
平
成
21
年
度
途
中
（
５
月
以
降
）

の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
も
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
子
育
て
課

■
入
園
資
格

①
３
歳
児
＝
平
成

17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４

月
１
日
生
ま
れ
、
②
４
歳
児
＝

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
③
５
歳

児
＝
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平

成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■
対
象
幼
稚
園
（
所
在
地
）

旭

ヶ
丘
幼
稚
園
（
佐
田
）
、
双
葉

幼
稚
園
（
内
座
）
、
斎
宮
幼
稚

園
（
竹
川
）
、
曙
幼
稚
園
（
明

星
）、
暁
幼
稚
園
（
有
爾
中
）

■
申
込
先

教
育
委
員
会
教
育

課
、
ま
た
は
各
幼
稚
園
（
申
込

書
類
は
各
申
込
先
に
10
月
１
日

8
か
ら
備
え
付
け
）

■
申
込
期
間

10
月
14
日
7
〜
31

日
:
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
た
だ
し
、
教
育
委
員
会

教
育
課
は
土
曜
日
を
除
く
。
各

幼
稚
園
は
土
・
日
曜
日
を
除

く
）

■
通
常
保
育
日
時

土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
春
・
夏
・
秋
・
冬

休
み
、
一
部
園
行
事
日
な
ど
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
10
分

■
そ
の
ほ
か

申
し
込
み
が
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ

っ
て
決
定
し
ま
す

【
預
か
り
保
育
】

暁
幼
稚
園
の
保
育
日
時
を
変
更

夏
休
み
な
ど
も
預
か
り
ま
す

■
預
か
り
保
育
日
時

暁
幼
稚
園

①
通
常
保
育
が
あ

る
日
＝
午
前
８
時
〜
８
時
30

分
・
午
後
２
時
10
分
〜
６
時
、

②
夏
休
み
な
ど
通
常
保
育
が
な

い
日
＝
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
、

年
度
末
調
整
日
を
除
く
）

旭
ヶ
丘
・
双
葉
・
斎
宮
・
曙
幼

稚
園

通
常
保
育
が
あ
る
日
の

午
後
２
時
10
分
〜
４
時

■
対
象
者

各
幼
稚
園
の
入
園
児

■
申
込
方
法

①
月
単
位
＝
前
月

の
20
日
ま
で
に
各
幼
稚
園
に
申

し
込
み
、
②
１
日
単
位
＝
２
日

前
ま
で
に
各
幼
稚
園
に
申
し
込

み
。
い
ず
れ
も
緊
急
時
を
除
き

ま
す

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育

課
（
H
52
・
７
１
２
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
申
し
込
み

10
月
14
日
〜
31
日
に
受
け
付
け

幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み

平
成
21
年
４
月
か
ら
の
明
和
町
立
各
保
育
所
・
幼
稚
園
へ
入
所
・
入
園

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
入
所
・
入
園
を

希
望
す
る
人
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
H
52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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長寿医療健康診査・国民健康保険の

特定健康診査を受診しましたか？

長寿医療健康診

査・国民健康保険の

特定健康診査は「メ

タボリックシンドロ

ーム（内臓脂肪症候

群）」に着目した、

新しい健康診査で

す。これら健康診査は、内臓脂肪の蓄積を未然に

把握することによって、糖尿病・高血圧症・脂質

異常症など、生活習慣病の予防を図ることを目的

としています。

長寿医療健康診査、または国民健康保険の特定

健康診査受診券をお持ちの人で、まだ健康診査を

受診していない人は、生活習慣病予防などのため

に、受診券に同封した案内文書・実施機関一覧表

をご確認のうえ、ぜひ健康診査を受診してくださ

い。

※昭和８年８月・９月・１０月生まれの人は、

11月中旬以降に受診券を送付します。

※長寿医療健康診査・国民健康保険の特定健康診

査について、詳しくは三重県後期高齢者医療広域

連合事業課（H059・221・6883）、または明和

町長寿健康課（H52・7116）へお問い合わせく

ださい。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
保

険
料
・
税
の
納
付
方
法
の
変
更
、
保
険
料
軽
減
措
置
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
・
保
険
税
の
納
付
方
法
の
変
更
届
け
出

（
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
）

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
や
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
を
「
年

金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
」
で
納

め
て
い
る
人
の
う
ち
、
次
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
っ
て
、
納
付
方
法
を
「
口

座
振
替
」
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
年
金
天
引
き
を
継
続
す

る
場
合
は
、
こ
の
申
し
出
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
場

合

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

満
た
す
人
　
①
国
民
健
康
保
険

税
を
こ
の
２
年
間
滞
納
な
く
納

付
し
て
い
た
人
、
②
年
金
収
入

が
年
額
１
８
０
万
円
未
満
の
人

で
、
本
人
に
替
わ
っ
て
世
帯
主

ま
た
は
配
偶
者
の
口
座
振
替
に

よ
っ
て
納
付
す
る
場
合

■
国
民
健
康
保
険
税
の
場
合

国

民
健
康
保
険
税
を
こ
の
２
年
間

滞
納
な
く
納
付
し
て
い
た
人

※
納
付
方
法
の
変
更
申
し
出
に
つ

い
て
特
に
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
11
月
28
日
:
ま
で
に
申
し
出

し
た
場
合
は
、
平
成
21
年
２
月
支

給
の
年
金
分
か
ら
、
納
付
方
法
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
・
保
険
税
の
納
付
方
法

変
更
申
し
出
先
は
、
明
和
町
収
税

対
策
室
で
す
。
詳
し
く
は
、
同
室

（
H
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

長
寿
医
療
制
度
保
険
料
・
国
民

健
康
保
険
税
の
「
年
金
天
引
き
」

「
口
座
振
替
」
な
ど
の
納
付
方
法

の
変
更
に
伴
い
、
所
得
税
な
ど
の

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
「
社

会
保
険
料
控
除
」
は
、
自
己
ま
た

は
自
己
と
生
計
を
一
つ
に
す
る
配

偶
者
そ
の
ほ
か
の
親
族
の
負
担
す

べ
き
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
場

合
、
支
払
っ
た
人
に
社
会
保
険
料

控
除
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

社
会
保
険
料
の
納
付
方
法
に
よ
っ

て
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
・
個
人

住
民
税
の
税
額
負
担
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
保
険
料
・
保
険
税
の
社
会
保
険

料
控
除
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
税
務
課(

H
52
・
７
１
１
３)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
寿
医
療
制
度

「
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
」
保
険
料
軽
減
措
置

長
寿
医
療
制
度
の
資
格
取
得
日

の
前
日
に
「
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
」
で
あ
っ
た
人
は
、
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料

額
が
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

町
長
寿
健
康
課
保
険
年
金
係
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と

は
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
企
業

の
健
康
保
険
組
合
、
船
員
保
険
、

公
務
員
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
す

る
家
族
の
人
に
、
健
康
保
険
上
で

扶
養
さ
れ
て
い
た
人
で
す
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険

組
合
で
あ
っ
た
人
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
長
寿
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
業
課
（
H
０
５
９
・

２
２
１
・
６
８
８
３
）
、
ま
た
は

明
和
町
長
寿
健
康
課
保
険
年
金
係

（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
寿
医
療
制
度
・
国
民
健
康
保
険
制
度

保
険
料
・
税
の
納
付
方
法
変
更
、

軽
減
措
置
、
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

くらし
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)
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くらし
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

平
成
20
年
度
予
算
の
補
正

可
決
さ
れ
た
平
成
20
年
度
明
和

町
一
般
会
計
・
斎
宮
跡
保
存
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
20
年
第
２
回
町
議
会
臨
時
会

工
事
契
約
・
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
５
案
件
を
審
議
・
可
決

平
成
20
年
第
２
回
明
和
町
議
会
臨
時
会
が
、
８
月
27
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
、
町
道
前
野
・
川
尻
線
自
歩
道
整
備
工
事
請
負
契
約
、
み
ど
り
保
育
所
増
築
工
事
請
負
契
約
、
平

成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
５
案
件
（
承
認
１
件
、
議
案
４
件
）
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

中
央
公
民
館
備
品

購
入
費
な
ど
教
育
費
78
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
63
億
８
０
４

７
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

施
設
等
修
繕
料
な
ど
総
務
費
26

史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街
道
ま
ち
づ
く
り
会
の
皆
さ
ん

県
や
町
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

今
後
は
「
伊
勢
街
道
と
史
跡
の
散
策
マ
ッ
プ
」
の
作
成

斎
宮
跡
や
伊
勢
街
道
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
や

地
域
団
体
・
行
政
（
県
と
町
）

が
協
働
で
進
め
よ
う
と
、
平

成
19
年
11
月
に
「
史
跡
斎
宮

跡
・
伊
勢
街
道
ま
ち
づ
く
り

会
（
永
島
　
喬
会
長
、
会
員

17
人
）」
が
発
足
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
埋
も
れ
た
地

域
資
源
を
堀
り
起
こ
そ
う

と
、
旧
参
宮
街
道
を
歩
い
て

調
査
し
た
り
、
文
献
の
調
査

結
果
を
参
考
に
、
毎
月
１
回

の
ペ
ー
ス
で
議
論
を
重
ね
、
こ
の

ほ
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め

た
「
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街
道
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

今
後
は
「
伊
勢
街
道
と
史
跡
の

散
策
マ
ッ
プ
」
の
作
成
な
ど
、
よ

り
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
同
会
の
詳
し
い
活
動
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
政
策
課
（
H
52
・

７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

作業に取り組む会員の皆さん

第37回全国消防救助技術大会

明和消防署救助チームが優秀賞を受賞　

８月29日、北九州市小倉北区域内で開催された第37回全国消

防救助技術大会に、東海地区代表として明和消防署救助チームが

出場し、優秀賞を受賞しました。

この大会は、全国から集まった消防署の職員が救助技術をスピ

ードと安全確実性で競う合うものです。「ほふく救出」に出場し

た隊員たちは、45秒４（減点なし）の記録で見事入賞しました。

同消防署救助隊チームは、平成18年８月の全国大会でも最優秀

賞という好成績を残しており、本大会で２回目の受賞となりまし

た。

明和消防署救助チームの皆さん、おめでとうございました。

※「ほふく救出」とは、要救助者を含む３人１組で、１人が空気

呼吸器を装着して長

さ８㍍の煙道内を探

索し、要救助者を屋

外に救出した後、２

人で安全地点まで搬

送するという、ビル

や地下鉄などで煙に

まかれた人を救助す

るための訓練です。

標準タイムは70秒。

減点のあったチーム

は入賞できません。
全国大会に出場した隊員の皆さん

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億

８
３
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
案
件

そ
の
ほ
か
、
可
決
さ
れ
た
承

認
・
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
承
認
】

■
専
決
処
分
し
た
事
件
（
明
和
町

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

の
承
認
に
つ
い
て

【
議
案
】

■
交
付
┙
１
地
方
道
路
交
付
金
事

業
前
野
・
川
尻
線
自
歩
道
整
備

工
事
請
負
契
約

■
み
ど
り
保
育
所
増
築
工
事
請
負

契
約
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人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

着
付
け
サ
ー
ク
ル
の

参
加
者
を
募
集

前
結
び
と
い
う
方
法
で
、
ひ
と

り
で
簡
単
に
着
付
け
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

夏
の
間
、
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。

■
と
き

10
月
11
日
;

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

３
０
０
０
円
（
年
間

費
）

■
持
ち
物

着
物
、
帯
な
ど
着
付

け
道
具
一
式

■
受
講
資
格

町
内
在
住
お
よ
び

在
勤
の
人

■
申
し
込
み

10
月
10
日
:
ま
で

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
手
作
り
教
室

陶
芸
教
室

練
り
込
み
工
法
で
、
花
瓶
を
作

り
ま
す
。
年
内

に
焼
き
上
げ
て

も
ら
い
ま
す
の

で
、
新
年
の
お

花
は
、
新
し
い

花
瓶
で
楽
し
め
ま
す
。

■
と
き

11
月
11
日
7

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

印
藤
友
一
さ
ん
　
印
藤

幸
恵
さ
ん
（
大
台
町
　
幸
翔
窯
）

■
定
員

30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
参
加
費

２
０
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

な
ど

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
人

■
申
し
込
み

10
月
27
日
6
〜
10

月
31
日
:
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
で

12
回
目
を
迎
え
る
「
交
流
祭
」
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
作

成
し
た
作
品
の
展
示
や
、
地
域
交

流
の
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
と
き

10
月
25
日
;

午
前
９

時
15
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容

各
種
体
験
教
室
な
ど

（
下
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

※
各
種
体
験
教
室
は
、
い
ず
れ
も

定
員
が
あ
り
ま
す
。
参
加
申
し
込

み
は
、
10
月
14
日
7
〜
17
日
:
の

9：15～ オープニング 太極拳サークルの演技、明和太鼓の演奏 

10：00～11：30 つどい交流会 町内の教育集会所などで実施している「小中学生のつど 

い」の交流会です。 
10：15～12：15 体験教室 

　リサイクル工作 

 

　ディキャルクラフト 

 

 

　食品サンプル 

 

　ひのきの箸・デ 

　ザートナイフ作り 

　焼き杉 

 

荷造りひもで、小物入れやかごを作ります。 

定員10人、参加費200円 

白磁（はくじ）のコップにシールを張り、焼き付けても 

らいます。作品渡しは後日となります。 

定員20人、参加費1,050円から 

ロウを練って、本物そっくりなパフェを作ります。 

定員20人、参加費1,000円 

ひのきの木を削ってお箸かデザートナイフを作ります。 

定員10人、参加費600円 

杉板に焦げ目をつけてからこすって木目を出し、壁掛け 

などを作ります。定員20人、参加費300円から 

 
11：30～ 昼食販売 焼きそばやうどんを販売します。 

当日販売する食券を購入してください。 

13：15～15：00 体験教室 つどい交流会を兼ねます。内容は午前と同じです。 

午後は「小中学生のつどい」の交流会を兼ねるため、小 

中学生の参加者を優先します。 

時　間 行　　事 内　　　　容 

 

体
験
教
室：

焼
き
杉
の
作
品
例

今
月
の
ひ
と
ま
ち
ふ
れ
あ
い
企
画

くらし
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

各
種
体
験
教
室
な
ど

10
月
25
日
に
第
12
回
交
流
祭

人
権
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
人
権
セ

ン
タ
ー
へ
。
な
お
、
各
教
室
と
も
、

定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
当

日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

陶
芸
教
室
の
作
品
例
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８月16日 
  ～９月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

51件 

9件 

13人 

0人 

42件 

474件 

109件 

138人 

0人 

365件 

－57件 

－6件 

－23人 

重傷者数 0人 9人 －4人 

－1人 

－51件 

■町内の交通事故発生状況（平成20年９月15日現在） 

～ 止まってる　車のかげに　危険あり ～ 

本年１月 
  からの累計 

0（ー1） 

0（±0） 

0（ー1） 

0（±0） 0（±0） 

11（ー11） 0（ー1） 

11（ー8） 

■町内の刑法犯認知件数（平成20年８月１日～31日） 

手　　口 件数（先月比） 手　　口 件数（先月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

10月26日に
大淀小学校で総合防災訓練

東海・東南海・南海地震の発生を想定した「総合防災

訓練」を、次のとおり実施します。本年度の訓練内容は、

主に大淀地域の皆さんを対象とした「参加型の津波避難

訓練」が中心です。訓練当日は、町の防災行政無線で津

波避難指示など訓練放送をしますので、お間違いのない

ようご注意ください。

■とき 10月26日P 雨天など中止

■ところ 大淀小学校・担い手センターなど

■当日のスケジュールと訓練内容

①午前８時30分＝訓練開始、大淀地域の各自治会で避

難行動を開始

②午前９時30分～10時＝大淀小学校・担い手センタ

ーに避難完了

③午前10時＝担い手センターにて、応急手当訓練・避

難所開設訓練・炊出訓練・給水訓練

④午前11時30分＝訓練終了予定

※当日のスケジュールは、実際の避難行動に要する時

間・準備などで、大きく変更となる場合があります。

詳しくは、危機管理室（H52・7110）へお問い合わ

せください。

※10月26日が選挙の投票日当日となる場合は、開催日

時や訓練内容などを変更する場合があります。その場合

は、防災無線・チラシなどでお知らせしますので、ご了

承ください。

各
小
学
校
区

人
権
講
演
会
の
ご
案
内

明
和
中
学
校
区
人
権
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
で
は
、
各
小
学
校
区

で
行
わ
れ
る
人
権
講
演
会
を
紹
介

連
続
人
権
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
第
２
回
目
の
講
座
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

10
月
29
日
8

午
後
７

時
30
分
〜
９
時

■
と
こ
ろ

人
権
セ
ン
タ
ー

■
演
題

お
と
な
の
い
じ
め
〜
あ

な
た
を
襲
う
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

■
講
師

広
岡
法
浄
さ
ん
（
ユ
ニ

オ
ン
み
え
書
記
長
）

■
申
し
込
み

不
要

■
そ
の
ほ
か

手
話
通
訳
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
１
週
間
前
ま
で

に
人
権
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
て
い
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
校
区
児
童
や
園
児
の
保
護
者

に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
と
き

10
月
31
日
:

午
後
２

時
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ

明
星
小
学
校
体
育
館

■
講
師

長
島
り
ょ
う
が
ん
さ
ん

（
三
重
県
立
熊
野
少
年
自
然
の

家
職
員
）

■
演
題

少
し
だ
け
や
さ
し
く
〜

絆
〜

※
詳
し
く
は
、
教
育
課
（
H
52
・

７
１
２
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ま
な
び
す
て
〜
し
ょ
ん

作
品
展
示
の
ご
案
内

「
命
・
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
、
町
民
文
化

祭
で
展
示
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

11
月
１
日
;

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
、
11
月

２
日
5

午
前
９
時
〜
午
後
３

時
■
と
こ
ろ

町
総
合
体
育
館

※
詳
し
く
は
、
教
育
課
（
H
52
・

７
１
２
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

16
日
に

特
設
人
権

相
談
所
を
開
設

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
と
き

10
月
16
日
9

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
29
日
に

連
続
人
権
講
座
を
開
催



12

第第 3 43 4 回回 町 民 文 化 祭町 民 文 化 祭
11月１日V・２日Pに、総合

体育館（主に展示）と中央公民

館（主に催し）で、第34回町民

文化祭を開催します。

期間中は、絵画や写真などの

作品展示のほか、カラオケ・芸

能大会・囲碁大会などたくさん

の催しを予定しています。

※詳しくは、中央公民館（H

52・7132）へお問い合わせくだ

さい。

玄関 

事務所 

調理室 

和
室 

囲
碁
大
会 

【中央公民館１階】 

フリーチルドレン 
スペース明和 

多
目
的 

ト
イ
レ 

婦人会バザー 
午前11時30分 
～午後１時ごろ 

大集会場 

 

1日 

カラオケ大会 
午後６時30分～10時 

2日 

芸能大会 
午前10時～午後３時 

ホール 

小・中学生 
の作品展示 

1日 

ホール 

簡易食事 

【ふるさと会館】 
 古雑誌の販売 

■とき　2日　午前10時～午後２時 

1日～２日 

【総合体育館】 

作品展示 
１日　午前９時～午後４時 

２日　午前９時～午後３時 

菊展示 
 
コイ展示 

アリーナ 

２階ロビー 

すずしろ会　１日～２日　作品展示と同じ 
学校給食　　１日　　　　午前９時～正午 

 
会議室 事務所 柔剣道場 

玄関 

【65歳以上の町民の皆さん】

敬老福祉大会開催日（10月５日）
町民バスを無料で

ご利用いただけます

10月５日Pの「敬老福祉大会」開催日に限り、町

民で65歳以上の人は、町民バスの利用運賃（通常：

小学生以上＝１乗車あたり100円）を、無料とさせ

ていただきます。

ご利用の際、本人の申し出によって、対象の可否

を確認させていただきます。

この機会に、ぜひ町民バスをご利用ください。

■とき 10月５日P（敬老福祉大会開催日）

■無料対象 65歳以上で、明和町に在住する人

※詳しくは、総務課（H52・7111）へお問い合わ

せください。

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
・

県
・
町
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法

人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
の
推
進

を
図
る
制
度
で
す
。

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
を
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
10
月
20
日
6
か
ら
26
日
5
ま

仕
事
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ

と
や
お
困
り
ご
と
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
、
総
務

課
（
H
52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ん（
前
野
、H
55
・
２
８
５
６
）、

辻
　
隆
志
さ
ん
（
山
大
淀
、
H

55
・
２
２
４
４
、
辻
事
務
所
＝

H
０
５
９
８
・
28
・
３
８
３

３
）

※
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
行
政
の

6
＝
い
つ
き
会
館
（
斎
宮
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）、

②
10
月
22
日
8
＝
明
星
会
館

（
明
星
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
）
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
正
午

■
行
政
相
談
委
員

亀
田
律
子
さ

で
の
一
週
間
を
「
秋
の
行
政
相
談

週
間
」
と
し
て
、
全
国
的
に
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
週
間
に
ち
な
ん
で
、
町
で

も
次
の
と
お
り
行
政
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
例
月
の
行
政
相
談

10
月
６
日

6

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
＝

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
行
政
相
談

①
10
月
20
日

秋
の
行
政
相
談
週
間

20
・
22
日
に
巡
回
行
政
相
談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

お知らせ
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査

計
量
法
第
19
条
に
基
づ
き
、
取

り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る
「
計

量
器
（
は
か
り
）
」
の
定
期
検
査

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
査
に
該
当
す
る
計
量
器

を
お
持
ち
の
人
は
、
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
地
区
・
と
き
・
と
こ
ろ

下
御
糸
地
区
＝
11
月
10
日
6
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
・
伊
勢
湾

漁
協
下
御
糸
支
所
、
上
御
糸
地

区
＝
同
日
　
午
後
１
時
〜
２
時

30
分
・
多
気
郡
農
協
上
御
糸
支

店
、
斎
宮
地
区
＝
11
月
11
日
7

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
多
気

郡
農
協
斎
宮
支
店
、
明
星
地

区
＝
同
日
　
午
後
１
時
〜
２
時

30
分
・
多
気
郡
農
協
明
星
支

店
、
大
淀
地
区
＝
11
月
12
日
8

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・
多
気

郡
農
協
大
淀
支
店

■
そ
の
ほ
か

秤
（
ひ
ょ
う
）
量

６
>
以
下
の
電
気
式
（
電
池
式

を
除
く
）
・
固
定
式
の
計
量
器

は
、
11
月
13
日
9
・
14
日
:
の

各
日
、
計
量
器
の
使
用
場
所
に

伺
っ
て
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
事
前
調
査
書
を

送
付
済
み
で
す
が
、
該
当
す
る

計
量
器
を
所
有
し
、
事
前
調
査

書
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
至

急
、
産
業
課
企
業
誘
致
商
工
観

光
係
（
H
52
・
７
１
３
８
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
同
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
募
集

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
伊

勢
市
西
豊
浜
町
）
で
は
、
同
プ
ラ

ザ
で
開
催
す
る
「
も
っ
た
い
な
い

フ
ェ
ア
」
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
い
た
だ
く
人
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア

12
月

６
日
;

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
体
験
・
展
示
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
販
売
な
ど

■
応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
主
な
出
品
名
を
記
入

し
、
郵
送
で
申
し
込
み
（
電
話

な
ど
、
往
復
は
が
き
以
外
で
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
）

■
応
募
先

〒
５
１
５
｜
０
５
０

５
　
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
運
営

委
員
会
事
務
局

■
応
募
締
め
切
り

11
月
７
日
:

（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
ほ
か

１
家
族
あ
た
り
１

枚
の
応
募
（
複
数
応
募
不
可
）

と
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

公
開
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
営

利
目
的
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
伊
勢
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
H
０
５
９

６
・
38
・
２
８
０
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
　

月
間
で
す

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
）
は
、
政
府
が
管
理
・
運
営

し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ

り
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
場
合
、
事
業
主
ま
た
は
労
働
者

の
意
思
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く

必
ず
加
入
す
る
こ
と
が
労
働
保
険

徴
収
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
重
労
働
局
で
は
、
10
月
を

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
お知らせ
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

10月22・23日に臨時休業します
明和土地改良区

明和土地改良区（総合体育館内）は、10月22日S・23日{の

両日、町制50周年記念事業ＮＨＫ公開番組収録に伴う総合体

育館使用のため、臨時で休業します。ご迷惑をおかけします

が、ご理解とご協力をお願いいたします。

詳しくは、明和土地改良区（H52・7154）へお問い合わせ

ください。

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
従
業
員

や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
加
入
し

て
い
る
「
政
管
健
保
（
政
府
管
掌

健
康
保
険
）
」
は
、
こ
れ
ま
で
国

（
社
会
保
険
庁
）
が
運
営
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
10
月
１
日

か
ら
、
新
た
に
全
国
健
康
保
険
協

会
を
設
立
し
「
協
会
け
ん
ぽ
（
全

国
健
康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保

険
）
」
と
し
て
同
協
会
が
運
営
し

ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
か
ら
政
管
健
保
は

「
協
会
け
ん
ぽ
」
に
変
わ
り
ま
し
た

全
国
健
康
保
険
協
会
は
「
協
会

け
ん
ぽ
」
の
保
険
者
と
し
て
、
被

保
険
者
証
の
発
行
・
保
険
給
付
・

レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）

の
点
検
、
ま
た
健
診
・
保
健
指
導

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
三
重
支
部
（
H
０
５
９
・
２
５

４
・
６
６
８
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と

定
め
、
県
労
働
保
険
事
務
組
合
連

合
会
と
連
携
し
て
、
労
働
保
険
の

未
手
続
き
事
業
場
を
個
別
訪
問
す

る
な
ど
に
よ
り
、
加
入
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
と

ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
（
H

０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
０
）、

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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K

ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

参
加
者
募
集

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

「
平
成
20
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー

ル
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
軟
式
野
球
ス
ク
ー
ル

■
と
き

11
月
16
日
・
23
日
・
30

日
、
12
月
14
日
・
21
日
・
27
日
、

１
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、
２

月
１
日
・
８
日
・
15
日
・
22
日

（
各
日
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３

時
、
12
月
27
日
は
土
曜
日
で
す
）

■
と
こ
ろ

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
６
年

生
の
男
子

■
講
師

沢
　
勝
弘
さ
ん
、
田
川

昌
之
さ
ん
、
西
田
一
成
さ
ん
、

西
山
和
人
さ
ん
、
内
田
智
也
さ

ん
、
小
林
俊
成
さ
ん
、
森
井
匡

樹
さ
ん
　
ほ
か

■
参
加
費

１
０
０
０
円
、
保
険

料
＝
７
１
０
円

■
準
備
物

運
動
の
で
き
る
服

装
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

■
申
し
込
み

印
鑑
持
参
・
参
加

費
・
保
険
料
を
添
え
て
総
合
体

育
館
受
付
窓
口
へ

■
受
付
期
間
・
時
間

10
月
24
日

:
〜
11
月
７
日
:
・
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
８
時

◎
折
り
紙
教
室

今
、
流
行
し
て
い
る
折
り
紙
を

親
子
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

居
間
・
玄
関
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア

に
な
り
ま
す
。

■
と
き

11
月
８
日
・
22
日
、
12

月
13
日
・
27
日
、
１
月
10
日
・

24
日
、
２
月
14
日
、
28
日
（
各

土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
）

■
と
こ
ろ

町
総
合
体
育
館
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

①
町
内
の
小
学
生
と

保
護
者
（
先
着
10
組
）
、
②
町

内
の
中
学
生
〜
大
人
単
独
（
先

着
10
人
）

■
講
師

高
田
栄
子
さ
ん
（
ア
シ

ス
タ
ン
ト
＝
岡
田
晶
子
さ
ん
、

渥
美
清
子
さ
ん
）

■
参
加
費

２
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）
、
材
料
費
＝
１
５
０

０
円
（
１
回
分
で
す
）

■
申
し
込
み

印
鑑
持
参
・
参
加

費
・
材
料
費
を
添
え
て
総
合
体

育
館
受
付
窓
口
へ

■
受
付
期
間
・
時
間

①
11
月
８

日
・
22
日
＝
10
月
30
日
9
〜
11

月
４
日
7
・
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時
、
②
12
月
13
日
・
27

日
＝
12
月
４
日
9
〜
９
日
7
・

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
、

③
１
月
10
日
・
24
日
＝
１
月
５

日
6
〜
６
日
7
・
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時
、
④
２
月
14

日
・
28
日
＝
２
月
４
日
8
〜
９

日
6
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

※
折
り
紙
教
室
は
１
回
だ
け
の
参

加
も
、
複
数
参
加
も
可
と
し
ま
す
。

２
日
間
〜
全
日
程
参
加
さ
れ
る
人

は
、
参
加
日
数
分
の
材
料
費
が
必

要
で
す
。

※
作
る
物
は
、
季
節
の
花
・
行

事
・
動
物
な
ど
、
一
日
で
作
れ
る

物
を
講
師
の
先
生
に
考
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
講
師
の
先
生
に
作
っ

て
い
た
だ
い
た
見
本
は
総
合
体
育

館
受
付
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
各
教
室
と
も
、
参
加
用
紙
は
総

合
体
育
館
で
お
渡
し
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
明
和
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
体
育
館
内
、
H

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
制
50
周
年
記
念

50
イ
ニ
ン
グ
！
を

目
指
そ
う
　
野
球
大
会

参
加
者
の
募
集

明
和
町
軟
式
野
球
協
会
（
橋
本

広
基
会
長
）
で
は
、
町
制
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の

町
民
・
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
野
球
イ
ベ

ン
ト
「
50
イ
ニ
ン
グ
！
を
目
指
そ

う
　
野
球
大
会
」
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
軟

式
野
球
で
50
イ
ニ
ン
グ
を
目
指
す

ほ
か
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ス

ピ
ー
ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
記
念

試
合
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
参
加
者
に
は
記
念

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ

か
、
子
ど
も
た
ち
に
も
記
念
品
が

あ
り
ま
す
（
い
ず
れ
も
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
）。

■
と
き
　
10
月
26
日
5

■
内
容
・
時
間

①
町
内
小
学
生
軟
式
野
球
チ
ー
ム

試
合
＝
午
後
４
時
30
分
〜

②
明
和
中
学
校
野
球
部
と
明
和
中

学
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
（
昭
和
51
・

52
年
会
）
の
試
合
＝
午
前
８
時

30
分
〜

③
町
民
参
加
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟

式
野
球
＝
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
10
時

④
小
学
生
対
象
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
＝
午
後
０
時
30
分
〜

１
時
30
分
、
午
後
３
時
30
分
〜

４
時
30
分
の
2
回
（
い
ず
れ
の

回
も
先
着
50
人
）

■
と
こ
ろ

明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

■
参
加
資
格
な
ど

参
加
資
格
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
は
運

動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い

■
参
加
費

無
料

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
町
体
育

協
会
（
総
合
体
育
館
内
、
H
52
・

７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

み
え
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
　

大
会
を
開
催

み
え
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会(

2
三
重
県
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
内
）
で
は
、

み
え
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

■
と
き

10
月
19
日
5
（
雨
天
決

行
、
荒
天
中
止
）

■
会
場

県
営
大
仏
山
公
園
（
多

気
郡
明
和
町
新
茶
屋
）

■
受
け
付
け

午
前
９
時
〜
10
時

30
分

■
ク
ラ
ス

小
学
生
組
・
家
族

組
・
一
般
組
（
中
学
生
以
上
）

※
グ
ル
ー
プ
は
２
〜
４
名
で
構
成

し
て
く
だ
さ
い
。
別
途
個
人
ク
ラ

ス
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
資
格

健
康
な
人
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
可
能
（
初
心
者

説
明
も
行
い
ま
す
）

■
参
加
料

①
事
前
申
し
込
み
＝

５
０
０
円
／
チ
ー
ム
、
②
当
日
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K

申
し
込
み
＝
７
０
０
円
／
チ
ー

ム
（
参
加
料
に
傷
害
保
険
料
を

含
む
。
補
償
に
は
限
度
が
あ
り

ま
す
）

■
服
装

自
然
の
山
野
を
走
っ
た

り
、
歩
い
た
り
す
る
の
に
適
切

な
服
装

■
申
し
込
み
締
め
切
り

10
月
７

日
7

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
松
阪
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
宮

林
　
修
さ
ん
（
多
気
郡
多
気
町
四

疋
田
１
６
１
、
H
０
５
９
８
・

38
・
３
１
６
４
）
へ
。

家
族
介
護
教
室
の

お
知
ら
せ

参
加
の
際
は

事
前
申
し
込
み
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介

護
知
識
・
技
術
の
習
得
な
ど
「
家

族
介
護
教
室
」
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

町
内
在
住
で
、
要
介

護
者
・
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人

■
参
加
費

無
料

◎
教
室
の
内
容

①
高
齢
者
の
栄
養
に
つ
い
て
、
調

理
実
習
・
試
食

■
と
き

10
月
24
日
:

午
前
10

時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
　
調
理

室
■
講
師

県
地
域
活
動
栄
養
士
連

絡
協
議
会
松
阪
支
部
　
管
理
栄

養
士
　
泉
　
知
子
さ
ん

②
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

■
と
き

11
月
29
日
;

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
社
会
福
祉
協
議
会

明
和
の
里

■
講
師

県
歯
科
衛
生
士
会
松
阪

支
部
　
歯
科
衛
生
士
　
近
田
紀

子
さ
ん

③
認
知
症
に
つ
い
て

■
と
き

12
月
14
日
5

午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
社
会
福
祉
協
議
会

明
和
の
里

■
講
師

い
せ
山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
山
川
伸
隆
さ
ん

④
古
武
術
を
使
っ
た
介
護

■
と
き

平
成
21
年
１
月
24
日
;

午
後
１
時
〜

■
と
こ
ろ

町
社
会
福
祉
協
議
会

明
和
の
里

■
講
師

人
間
考
学
研
究
所
　
介

護
福
祉
士
　
岡
田
慎
一
郎
さ
ん

※
い
ず
れ
の
教
室
も
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
H
52
・
７

０
５
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

看
護
職
の
就
職
説
明
会

県
看
護
協
会

県
看
護
協
会
で
は
求
職
中
の
看

護
職
（
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

師
）
を
対
象
と
し
た
就
職
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

10
月
５
日
5

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

伊
勢
市
観
光
文
化
会

館
■
対
象

求
職
中
の
看
護
職
の
人

（
就
職
意
志
の
あ
る
人
）

■
内
容

求
人
施
設
担
当
者
と
の

面
談

■
参
加
費

無
料
（
自
由
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
県
看
護
協
会
　
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
H
０
５
９
・

２
２
２
・
０
４
６
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

華
王
殿
（
松
阪
市
高

町
５
０
２
番
地
）

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松

阪
求
人
専
門
援
助
部
門
（
H
０
５

９
８
・
51
・
０
８
６
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
の

就
職
面
接
会
を
開
催

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
阪

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
阪
で
は
松
阪

地
域
雇
用
対
策
協
議
会
と
共
催

で
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
障
が
い
者

就
職
面
接
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
と
き

10
月
30
日
9

午
後
１

10
月
１
日
〜
７
日
は

法
の
日
週
間
で
す

裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
お

よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
10
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し
、
全
国
各
地
で

各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
津

地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
津
地
方
法

務
局
、
津
地
方
検
察
庁
お
よ
び
三

重
弁
護
士
会
で
は
、
下
記
の
と
お

り
「
無
料
総
合
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

無
料
総
合
相
談
所
（
津
）
の
開
設

■
と
き

10
月
１
日
8

午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
１

人
20
分
程
度
）

■
と
こ
ろ

津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス

２
階
（
津
市
大
門
７
｜
15
）

■
受
け
付
け

各
相
談
コ
ー
ナ
ー

前
で
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
ま
で

■
相
談
内
容
・
定
員

①
法
律
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
土
地
、

建
物
、
金
銭
貸
借
、
交
通
事
故
、

相
続
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
な

ど
）

相
談
員
＝
三
重
弁
護
士

会
所
属
弁
護
士
、
先
着
36
人

②
人
権
・
登
記
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
人
権
問
題
、
土
地
・
建
物
に

関
す
る
各
種
登
記
手
続
き
な

ど
）

相
談
員
＝
津
地
方
法
務

局
職
員
、
先
着
24
人

③
犯
罪
被
害
者
支
援
コ
ー
ナ
ー

（
犯
罪
被
害
、
刑
事
手
続
き
に

関
す
る
相
談
な
ど
）

相
談

員
＝
津
地
方
検
察
庁
被
害
者
支

援
員
、
先
着
12
人

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◎
裁
判
員
制
度
フ
ェ
ス
タ

国
民
の
皆
さ
ん
が
刑
事
裁
判
手

続
き
に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度
が

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
今
年
の
「
法
の
日
」
週
間

は
い
よ
い
よ
制
度
が
動
き
だ
す
直

前
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
津
地
方

裁
判
所
で
は
、
裁
判
員
制
度
の
円

滑
な
実
施
に
向
け
、
10
月
11
日
;

に
同
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
員
制

度
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
津
家
庭
裁
判
所
総

務
課
庶
務
係
（
H
０
５
９
・
２
２

６
・
４
１
７
１
）
ま
た
は
津
地
方

法
務
局
総
務
課
庶
務
係
（
H
０
５

９
・
２
２
８
・
４
１
９
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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総人口 

男 

女 

総世帯 

23,287人　 

11,274人　 

12,013人　 

7,767世帯 

９月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

17人 

16人 

33人 

54人 

８月中の増減 

 

 

お知らせ
広報めいわ 10月号平成20年

(2008年)

平成20年

(2008年)

各
種
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
胃
が
ん
検
診
】

■
と
き

11
月
３
日
6

午
前
８

時
〜
10
時
30
分

■
定
員

50
人

■
負
担
金

１
０
０
０
円

■
対
象
者

30
歳
以
上
の
人

※
前
日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
胃
の
手

術
を
受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

【
乳
が
ん
検
診
】

■
と
き

11
月
３
日
6

■
時
間
・
内
容

①
エ
コ
ー
検

査
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、

②
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
＝

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
定
員

午
前
・
午
後
と
も
各
40

人
■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

①
エ
コ
ー
検
査
＝
20

歳
以
上
の
人
、
②
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
検
査
＝
40
歳
以
上
の
人

※
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
な
お
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
検
査
は
、
２
年
に
１
度
の
受
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
予
約

は
、
本
年
度
は
昭
和
の
偶
数
年
生

ま
れ
の
人
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

【
子
宮
が
ん
検
診
】

■
と
き

11
月
３
日
6

午
後
１

時
〜
２
時

■
定
員

80
人

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
以
上
の
人

※
各
種
が
ん
検
診
の
会
場
は
、
い

ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

す
。

※
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
申
し
込

み
は
、
10
月
20
日
p
か
ら
で
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

長
寿
健
康
課
（
]
52
・
７
１
１
６
）

へ
。

【
若
人
健
診
】

■
と
き

11
月
11
日
7

午
前
９

時
〜
11
時

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員

50
人

■
内
容

身
体
計
測
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
骨

密
度
検
診
な
ど

■
負
担
金

７
０
０
円

■
対
象
者

20
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
人

※
若
人
健
診
の
受
診
予
約
申
し
込

み
は
、
10
月
20
日
p
か
ら
で
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
若
人
健
診
は
今
回
が
本
年
度

最
終
に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
は
長
寿
健
康
課
（
]

52
・
７
１
１
６
）
へ
。

【
大
腸
が
ん
検
診
】

■
検
査
容
器
配
布
方
法

10
月
27

日
6
〜
31
日
:
の
間
に
、
長
寿

健
康
課
窓
口
に
て
配
布

■
検
査
容
器
代
金

６
０
０
円

■
配
布
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
対
象
者

30
歳
以
上
の
人

※
11
月
３
日
6
の
午
前
８
時
〜
正

午
に
、
検
査
容
器
を
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
回
収
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
長
寿
健
康
課
（
]
52
・
７
１

１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
広
報
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
10
月
23
日
~
の
が
ん

検
診
の
申
し
込
み
を
10
月
６
日
p

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
が
ん
検
診

の
種
類
は
胃
が
ん
・
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
長
寿
健
康
課
（
]
52
・
７
１

１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

平
成
20
年
10
月
15
日
8
か
ら
平

成
21
年
１
月
31
日
;
の
期
間
で
各

医
療
機
関
に
お
い
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま

す
。

対
象
者
に
は
事
前
に
受
診
券
・

予
診
票
・
案
内
文
書
が
届
き
ま
す

の
で
、
案
内
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

各
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課

（
]
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き
・
対
象
児

10
月
16
日

9
＝
平
成
18
年
３
月
生
ま
れ
、

11
月
13
日
9
＝
平
成
18
年
４
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

10
月
10
日

:
＝
平
成
19
年
３
月
生
ま
れ
、

11
月
14
日
:
＝
平
成
19
月
４
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児
　
10
月
17
日

:
＝
平
成
17
年
３
月
生
ま
れ
、

11
月
21
日
:
＝
平
成
17
年
４
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者

10
月
22
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前

日
ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
]

52
・
７
１
１
５
）
ま
で

※
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
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収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ

町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで町

税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間と日曜日

の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利用ください。

＝平日夜間納付・相談窓口＝
■とき 10月16日{・30日{（開設時間は、いずれも午後５時15分～

８時30分）

■ところ・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

＝日曜納付窓口＝
■とき 10月５日・12日・19日・26日（各日曜日。開設時間は、いず

れも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１時まで

の間は窓口を閉じさせていただきます）

■ところ・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

10月の町税・保険料納付（納期限＝10月31日U）は次のとおりです。

納税は早めに済ませましょう。

■町県民税＝３期　■国民健康保険税＝７期
■介護保険料＝７期　■後期高齢者医療保険料＝３期
※納税には口座振替が利用できます。今月は27日Qに、お届けの預金口

座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利です。預金

通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、または収税

対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは、収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

夜間・日曜納税窓口の開設

10月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！
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３
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■とき・内容 ①10月６日Q＝午前９時30分～正午、

行政・心配ごと相談、②10月20日Q＝午後１時30分

～４時、心配ごと相談

■ところ 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H52・7056）

へお問い合わせください。

今月の行政・心配ごと相談

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ

おはなし小槌の読み聞かせ

ふるさと会館では、子供を対象とした読み聞かせを次

のとおり行います。楽しいお話しがたくさんあります。

■とき・内容 10月26日P 午後２時～、絵本「おばけ

の地下室たんけん」「ふうせんクジラ」、紙芝居「グウ

グウ ハンバーグウ」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

図書館員のお話し会

■とき 10月23日{ 午前11時～

■ところ ふるさと会館１階児童室

ブライダルDe図書館

ウエディングドレスの展示およびブライダルに関する

本の展示・貸し出しを行います。

■期間 ９月26日U～10月30日{

模擬ブライダルショウ（結婚式）

■とき 10月13日Q 午前１時30分～３時

■ところ ふるさと会館１階

■観賞 自由

郷土の芸術展（写真の部）

■期間 10月14日R～11月２日P

■ところ 歴史民俗資料館（ふるさと会館２階）

『WA・わ・和・輪・話』

市民活動サポートセンターとの協同企画です。

■期間 10月21日R～11月５日S

■ところ 歴史民俗資料館（ふるさと会館２階）

※詳しくは、ふるさと会館（]52・7131）へお問い合わ

せください。

【10月の休館日】

６日Q・13日Q・20日Q・27日Q・31日U

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へお問い合わ

せください。

おはなし会（要予約）

「おはなし小槌」の皆さんによる楽しい絵本や紙芝居

の読み聞かせです。今回は「十五夜さま」「おむすびこ

ろりん」などを予定しています。ほかにも、塗り絵や折

り紙も用意しています。

ぜひご参加ください。

■とき 10月４日V 午前10時～11時

■参加費 無料

■定員 親子20組

古代の香り体験（要予約）

京都の香老舗より講師をお招きして、お香の歴史を学

び、練り香づくりの体験をします。

香木などの天然香料の粉末を丸薬状に練り上げたお香

です。

オリジナルの香りを作りましょう。

■とき 10月25日V 午後１時～３時

■参加費 無料

■定員 30人

※ただいま、予約を受け付け中です。申し込み・問い合

わせは、いつきのみや歴史体験館（]52・3890）へ。

一人で悩んでいませんか？

●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

明和町福祉子育て課 ]52・7115

配偶者暴力相談支援センター ]059-231-5600

警察安全相談電話 ]059-224-9110・♯9110

松阪警察署 ]0598-53-0110

松阪保健福祉事務所 ]0598-50-0520

※お気軽に、まずはお電話してください。
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